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木々に包まれた邸宅
　荻窪の南に位置するこのエリアは、古くから文豪や
知識人が邸宅を構え、それらの庭園は、今もなお町の
骨格として、その風格を今に伝えています。
　また、緩やかに弧を描きながら流れる善福寺川は、
川沿いの緑地や公園と一体として整備され、周辺のシ
ンボルとなっています。それらを鑑み、「潤寛の杜」
～木々を内包し、木々に包まれた邸宅～というコンセ
プトを設定し計画を進めました。
　第一種低層住居専用地域内において絶対高ｍとす
る認定を取得し、階建ての計画としました。これに
より生まれた空間のゆとりを緑地や遊歩道として外構
計画にとりこむことで、寛ぎと潤いを享受できる杜
「潤寛の杜」を表現しています。
　棟の住戸棟は、外構の緑と遊歩道に囲まれ、エン
トランス棟と緑豊かな中庭はそれらの住戸棟に内包さ
れます。これにより、遊歩道を散歩する、共用廊下を
歩く、エントランスで寛ぐ、などのいろいろな場面に
おける風景にも木々が取り込まれます。住戸棟のマリ
オンには木目調の塗装を施し、木造のエントランス棟
から感じられる自然の雰囲気とほどよくつながる意匠
としました。エントランス棟は、内装にも無垢材や既
存樹を利用したカウンターを組込み、木の本質を、肌
で感じられるよう意識しています。また、エントラン
ス棟に隣接する中庭は、アンジュレーションや石組み
を操作し、自然に近い奥行きある佇まいとなるよう整
えることで、杜の中に身を置くような雰囲気を表現し
ています。
　株式会社長谷建築設計事務所　取締役　藤崎　和明

■建物名称：ジオ荻窪
■工事場所：東京都杉並区荻窪丁目番
■発　注　者：阪急阪神不動産株式会社

相鉄不動産株式会社
■設計監理：株式会社長谷建築設計事務所

ファーストコーポレーション株式会社
■構造設計：ファーストコーポレーション株式会社
■施　　工：ファーストコーポレーション株式会社
■建物用途：共同住宅（分譲戸）
■構　　造：ＲＣ造、Ｗ造（エントランス棟）
■階　　数：階
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■工　　期：年月日～年月日

　写真提供：阪急阪神不動産株式会社 遊歩道

　東京都杉並区で開発した分譲マンショ
ン「ジオ荻窪」が完成し、月から入居
が始まりました。ＪＲ荻窪駅から徒歩
分。第一種低層住居専用地域の閑静な住
宅街に位置しています。東京近郊の別荘
地として栄えた歴史を持つ荻窪の街に調
和するマンションの商品企画に取り組み
ました。
　約，㎡の敷地の周囲には、地域に
も開放する周遊路を設けました。空地率
の確保等により、ｍの高さ制限をｍ
まで緩和できる建築基準法第条項の
緩和規定を利用し、敷地をゆったり使い、
住棟棟に総戸数戸の住戸を配置しま
した。別棟の木造エントランス棟は、木
質建材を内装にも使用し、木材利用と二
酸化炭素（ＣＯ）排出量の削減にも寄
与しています。
　生物多様性保全への弊社の取組み「
Minna ikimono Action（みんな　いき
もの　アクション）」（※）のもと、

都市と自然の共生をめざしています。そ
の実践の第一歩として、本物件の敷地内
には、「アクティブガーデン」など四つ
の緑地を整備しました。地域の生態に合
った植栽計画に加え、鳥類を呼び込む巣
箱を設置するなど、生物多様性の保全に
注力しました。
　これらの取り組みが評価され、〈ジオ〉
シリーズ初となる「いきもの共生事業所
認証（ＡＢＩＮＣ認証）」（※）を取
得。環境に配慮したマンションとして、
販売時にも高く評価されました。居住者
と地域の皆さまが連携する環境教育プロ
グラムなど、各種ソフトサービスも充実
しています。弊社では、首都圏の第一種
低層住居専用地域で開発するマンション
のフラッグシップと位置付けています。
今回の商品企画を通じて得た成果は、今
後のマンション開発にも生かしていきた
いと考えております。

阪急阪神不動産株式会社
住宅事業本部　首都圏マンション事業部
事業推進グループ　グループ長　岩本　英之

渡辺　千華

※：生物多様性保全への取り組み「Minna ikimono Action」（https://www.hhp.co
.jp/news/2025/06/000778.html）

※：いきもの共生事業所認証（ＡＢＩＮＣ認証）：一般社団法人いきもの共生事
業推進協議会が、生物多様性の保全や自然との共生に貢献している事業所を
評価・認証する制度。

アクティブガーデン


